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■工　事　名　称／（仮称）東京女子学園
中学校・高等学校建替
え計画

■建　物　名　称／芝国際ビル
■建　設　地／東京都港区芝４丁目２

番ほか
■建　築　主／学校法人東京女子学園
■設計・監理／久米設計・熊谷組・建

築設備設計研究所設計
共同企業体

■施　　　工／株式会社熊谷組首都圏
支店

■敷　地　面　積／，．㎡
■建　築　面　積／，．㎡
■延べ床面積／，．㎡
■構　　　造／Ｓ造一部ＲＣ造
■階　　　数／地上階建て
■主　要　用　途／中学校・高等学校
■工　　　期／年４月～年

月

　
学
校
法
人
東
京
女
子
学
園

が
東
京
都
港
区
で
建
設
を
進

め
て
い
た
﹁
東
京
女
子
学
園

中
学
・
高
校
﹂が
完
成
し
た


４
月
に
校
名
を
﹁
芝
国
際
中

学
校
・
高
等
学
校
﹂に
改
称


共
学
化
し
て
新
た
な
船
出
を

し
て
い
る

縦
に
積
み
重
ね

ら
れ
た
都
市
型
の
新
校
舎
の

完
成
に
よ
り

多
種
多
様
な

対
話
や
感
動
を
共
創
す
る

﹁
未
来
創
造
の
学
び
舎
﹂
が

誕
生
し
た

設
計
を
久
米
設

計
・
熊
谷
組
・
建
築
設
備
設

計
研
究
所
Ｊ
Ｖ

施
工
を
熊

谷
組
が
担
当
し
た


Stella Theater Entrance Hall

　東京女子学園は（明治）年に高等女
学校令による４年制の府下最初の私立高等女
学校として創立、「人の中なる人となれ」を
教育理念に掲げ、本年周年を迎えました。
周年事業の一環として、グローバル化、
デジタル化が進む新たな社会で女性がより活
躍することを見据え、時代にふさわしい新校
舎を建築しました。
　４月には校名を「芝国際中学校・高等学校」
と改称し、ダイバーシティの育成を目途に共
学化をして新校舎にて新たな船出を切りまし
た。また、日本で唯一のサイエンスに特化し
たインターナショナルスクールと校舎を共有
し、教育連携をスタートしています。
　新校舎は、多種多様な対話や感動を共創す
る「未来創造の学び舎」となります。
　玄関アプローチから２階へと続く大階段
は、１階と２階を一体的に使用することでプ
レゼンテーションが可能な巨大空間となって
います。南面には明るく開放的なラウンジと
図書スペースを設けました。３階から６階は
吹き抜けの中央部を、生徒の作品展示やグ
ループワークなどあらゆる場面で活用できる
創造力をかきたてるオープンスペースとしま
した。階と階には体育館、ダンスホール、
音楽室、屋上にテニスコートを配置していま
す。
　設計をご担当された久米設計・熊谷組・建
築設備設計研究所設計共同企業体様、施工を
手がけてくださいました熊谷組様には、私た
ちの要望を取り入れ美しい校舎に仕上げてい
ただき、また、約２年間にわたり、毎週実施
された「探究授業」において、教育に寄与し
ていただきましたこと、厚くお礼申し上げま
す。
　芝国際中学校・高等学校は、東京女子学園
の年を超える伝統と、時代が求める革新
とを調和させ、これまで培ってきた特徴や強
みを今後も継承、世界のあらゆる人とのつな
がりを大切に感じ、自分らしく、豊かで、よ
り善い人生を自ら切り拓いていくことができ
る〝ひと〟の育成を、これまでも、これから
もめざして邁進して参ります。



東京女子学園中学・高校建て替え

設計コンセプト

偶発的な学びを促す校舎

社会とのつながりを意識し〝魅せる〟現場づくり

施
工
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ト

生徒たちが現場で学ぶ「くまゼミ」を展開

（９） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　１１月１７日　（金曜日）

Classroom

　港区芝の都心に位置し、１階から６階及び、階が学園フロア、７階から
階がテナントフロアからなる縦に積み重ねられた都市型の学校建築であることか
ら、学校全体が学びの場であるという視点のもと、吹抜け空間を介して学びのた
めの共用空間：ラーニング・コモンズを学校全体に拡張させ、偶発的な学びを促
す校舎を目指した。

　１階から２階においては、学園の顔となる北側の緑豊かなオープンスペースか
ら繋がるエントランスホールに面して２階の図書スペースへと至る大階段を設置
した。壁面書架を介在させ、日常的な憩いの場やプレゼンテーションスペース等、
多目的に使用可能なスペースとしている。
　また、３階から６階の各階中央部には日常的な居場所でありながら、偶発的な
学びや柔軟な授業に対応するため、多目的な活動に対応可能なオープンスペース
を配置している。オープンスペースはガラス張りの多目的室や書架を配置し、２
層分の吹抜け空間を介在させながら、全体が緩やかに繋がることで、日常の移動
空間において、生徒達が人や図書、情報に偶然出会い、探求や協働、創造といっ
た学びのサイクルが活性化されることを意図して計画した。

　株式会社久米設計　設計本部第４建築設計室　主管　荒井智康

Laputa
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くまゼミに参加した生徒たちが制作した安全ポスター

　本工事では、東京女子学園が取り組んでいる企業や団体と連携した
体験型の授業『探求ゼミ』のコンテンツの一つとして「くまゼミ」の
名称のもと体験授業に協力した。
　年５月からスタートした「くまゼミ」には９人の女生徒が参加。
コンクリート打設体験会では、協力会社の熟練作業員を先生役に現場
で実際のコンクリート打設を体験してもらった。また、「ＶＲ（バー
チャル・リアリティー）体験」では、熊谷組が作業員の教育用に作成
したアプリを使って、高所端部での作業を仮想体験。生徒からは「ど
んなに急いでいても命綱は必ずつけないといけないことが分かった。
ＶＲでも怖かったのに毎日やっている現場の方はすごいと思った」と
いう感想が寄せられた。「くまゼミ」は好評で、年６月からは新し
い生徒が参加して２期目のプログラムがスタートしている。
　堀江作業所長は「くまゼミは生徒ばかりでなく、現場の社員や作業
員にとっても新鮮な学びの場になりました。自分たちの仕事ぶりを間
近で生徒たちに見られ、質問されることによって、仕事への誇りや責
任感も高まります。また、現場の整理整頓や安全管理への意識も徹底
されました」と代の生徒からたくさんの事を学んだと話す。

Arena

Play ground


